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二六.´― 連ヽ結線(Sl鶴r)は 異音 に附せ られた場合
で,雨 音符 を園滑に奏す る事 を示す(い 九要参照)

二七・ 冷、 延長記擁 (PauSC)は 昔符又は休止符田
有の時間を共の場合によ り適宣に延長す る。

(一 〇 貰 参 照)

八・ 園織 (StaCC→警符闘有の時間 よ り短 く。

艶賠僣鐵CatiSSimO)… 麟短 く切 る。田四買参照)

九・ |II  :|1反 復記続 (三一質参照l

三 0, 省略記鑢  大性に於 て同
じであ るが,絡 りの小部分 だけ異 な る場合・始め

は⌒ の部 を奏 し二回 日は /・ジい、の部 を養

す る。 (正 一貫参照)
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